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カーボンナノチューブを用いたガ

スセンサーの開発

機械工学科

教授 井上 修平（いのうえ しゅう

へい）

分析・計測技術

カーボンナノチューブ、センサー、ウェアラブル

従来の半導体式と異なり、高温を必要と
しない
フレキシブルな構造が可能
労働者のより安心・安全な環境の実現

カーボンナノチューブが室温でもガスに応答
を示すことが報告され、その応答原理を突
き止めることに成功しました。紙状に成形す
ることでフレキシブルな形態での使用が可
能。高温にする必要がないことから例えば、
防毒マスク内部への組み込みが可能です。
現在は実用化に向けて次の研究開発を進
めています。

1. 代表的な有機溶剤への応答の確認
2. 混合ガスの組成分析に関する研究
3. 修飾による感度向上に向けた研究

製造工場（薬品、ガス類などを使用して
いる現場）

・水素センサー
・有機溶剤用防毒マスクへの適用
・ガス種の判別
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